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　「第15回 全日本 学生フォーミュラ大会」は9月5日から9日までの5日間、静
岡県小笠山総合運動公園（エコパ）にて開催されました。天候にも恵まれ初日
からの車検、静的審査、3日目からの動的審査、大会最終日の表彰式迄、全て
の日程を予定どおり終了させる事ができました。多くの皆さまにご来場いただ
きましたことに厚く御礼申し上げます。
　今年の大会はエントリー締切時点では国内外から118チームのエントリーが
あり、その後、辞退や書類選考を経て、最終的に大会出場に至ったのが93チー
ムでした。大会参加者数は、5日間で延べ約1万9千名を数え、過去最高の参加
者数となりました。
　大会の結果は、ICVクラスでは、京都工芸繊維大学チームがコスト（1位）、
オートクロス（1位）、エンデュランス（2位）の好成績を上げ、史上2校目と
なる連覇を達成しました。EVクラスでは、名古屋大学チームがデザイン（2位）、
プレゼンテーション（1位）、アクセラレーション（3位）、効率（2位）を獲得
しEV単独エントリーにとなった1年目でEV総合優秀賞1位を獲得しました。本
当に、おめでとうございます。
　全体を通してみると、技術車検通過チームは79チーム（前年77チーム）、エ
ンデュランス完走39チーム（前年30チーム）という、昨年を上回る状況でした。
各チームともさらなる良い結果を目指し、来年の第16回大会へ向けて新たなス
タートを切っていただきたいと思います。
　この大会はフォーミュラカーの速さ、性能を競うだけでなく、製作したマシ
ンの設計評価、製造コスト評価、マシンをメーカーに売り込むためのプレゼン
テーション評価等、ものづくりのプロセス、総合力を競う大会です。すでに多
くの卒業生が自動車産業をはじめとするものづくりの第一線で活躍しています。
1年間のチャレンジ、努力のプロセスは皆さんの人生にとって何ものにも増し
て得難い貴重な経験であったと思います。この経験を踏まえて、次代を担うエ
ンジニアになっていただくことを願ってやみません。
　最後になりましたが、本大会の開催、運営に際し、後援、協賛、ならびにご
支援をいただいた産学官各方面の皆さま、多大なご協力をいただきました地元
静岡県をはじめ、掛川市、袋井市の関係者の皆さま、また、大会スタッフの派
遣にご協力をいただきました企業、大学関係者の皆さま、スタッフの皆さま方
に、主催者を代表して心より厚く御礼申し上げます。
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　第15回大会は天候にも恵まれ、全日程をほぼ計画どおりに運ぶことができま
した。これも大会に参加いただいたチームの皆さまや審査員・スタッフの方々
にスムーズな運営に協力いただいたこと、及びさまざまな団体、企業の皆さま
の後援、協賛、協力の賜物であると考えております。大会を運営する実行委員
会を代表して、深く御礼申し上げます。

■今大会の重点項目…�参加したチームに全ての審査において均等に機会を提供
できるように

　さて、昨年の大会で3日目の動的審査への参加チームが限定的になったこと
の反省から、今大会では、『参加したチームには全ての審査において均等に機
会が提供できるように』という観点で、大会全体の設計を見直しました。大き
なところを挙げれば、エントリー登録台数の上限設定と大会3日目の運営の改
善です。
○登録台数の上限設定
　2003年の初開催以来、全日本 学生フォーミュラ大会への参加チーム数は毎
年増加していますが、一方で、会場の広さや開催期間の長さ、スタッフの人数
を考えれば限界があります。このままでは大会会場に来たものの車検や審査を
受けることができなかったというチームが発生する事態にいずれ陥ることが容
易に想像できました。本来なら参加意志のある全てのチームを受け入れたいと
ころなのですが、泣く泣く参加登録台数に上限を設定することに決定しました。
近年に一定の成績を収めたチーム以外は先着順としましたが、結果的に参加意
欲の高いチームに絞られたのか、登録98チームのうち94台が書類選考を通過し、
最終審査のエンデュランスにも過去最多の67台が進み、全審査を通して見ても
大会の5日間に渡りほぼ許容一杯な状態での運営となり、妥当な上限数の設定
であったのではないかと感じています。
○3日目の運営の改善
　昨年は、あまり良くない天候状態に加え、チームピットのあるスタジアムか
ら動的審査会場までの競技車両の輸送能力が充分ではなかったため、午前中の
みに開催されたアクセラレーション、スキッドパッドへの参加チームが限定的
になってしまったという状況が発生しました。そこで今年は「できる限り多く
のチームがアクセラレーション、スキッドパッド、オートクロスの3つの動的
審査に参加できること」を目標に対策を講じました。具体的には、

⑴  午後からでも3つの審査に参加できるようにした審査スケジュールの
変更
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⑵  輸送能力の増大を目的とした、競技車両搬送車の台数増強、競技車両
の固定治具の改善

⑶  当日の輸送能力の依存度を減らすための、前日からの動的審査エリア
での競技車両の留置き、及び手押しでの移動という選択肢の追加

の3点です。
　審査スケジュールの変更に関しては、午後の審査に集中してしまい結果的に
参加チーム数が減少してしまうのではないかという懸念もありましたが、実際
には午前のセッションから積極的に参加いただいたことにより、開催時間中は
ほぼ絶えることなく競技車両が走行する状況となり、天候に恵まれたことも相
まって、アクセラレーション、スキッドパッドに67台、オートクロスに76台
が参加するという過去最多を記録しました。また、スケジュール変更によって
３種目に参加できたチームも11チームを数え、「3つの動的審査に参加できる
こと」についても一定の効果が確認できました。

■京都工芸繊維大学の２連覇とEVの躍進
　成績結果としましては、ICV（ガソリン車）では京都工芸繊維大学が2位に
大きなポイント差をつけて2連覇を達成しました。緻密な計画、技術の伝承、
確実な積上げ等により現在の座を確固たるものにしていると聞いています。企
業でもなかなかできないと感じていることを実践できていることに感服します。
来年は3連覇を達成するのか、それを阻止するチームが登場するのか、今から
楽しみなところです。
　またEVの躍進も見られました。海外ではEVが成績でもICVの上を行くのが
すでに常になっていますが、日本においてはまだまだの状況が続いていました。
が、今年の大会では過去最多の15チームが参加登録となり、うち9台が最終の
エンデュランスに進出しました。昨年は3台でしたから躍進と言えるでしょう。
アクセラレーションではEVが1位、3位となり、効率では1〜3位を独占し、得
意種目では上位を占めるようになりました。また総合成績でも4位に入賞する
チームが現れ、ICVと対等に競い合える状況になってきました。まだまだEV
ならではの特性を生かしきっているとは言えませんが、一定の土台ができたと
言える状況にきたと感じています。さらなる飛躍に期待したいと思います。

■来年に向けて
　良い点ばかりを書いてきましたが、改善が必要なところもいくつか発生しま
した。目立ったところでは、エンデュランスのランオーダーの発表が遅くなっ
たこと、最終日の表彰式の開始が遅れたことなどです。この他にも大会後のア
ンケートでもいくつか指摘をいただいています。実行委員会で論議を重ね、準
備し、次回の大会では可能な限り改善された状態で臨みたいと考えます。

　チームのみなさまにおかれましても、今年の経験・実績を糧に、今後の活動
に繋げていただければと考えます。

　ではまた来年、大会会場で皆さまにお会いできることを楽しみにしています。
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݁৓ত޺� ͍͢ʎ自動車
ᇜɹአ௒� 日本ൃ৚
َ಄୎າ� E41"$&�+BQBO
ΞογϡϨʔɾϕʔΧʔ�τϤλςΫχΧϧσΟϕϩοϓϝϯτ

৽ଜढ़༤� τϤλςΫχΧϧσΟϕϩοϓϝϯτ
໦ଜࡊʑࢠ�τϤλςΫχΧϧσΟϕϩοϓϝϯτ
౻本ণࢠ� τϤλςΫχΧϧσΟϕϩοϓϝϯτ
ཱ໺ະདྷ� τϤλςΫχΧϧσΟϕϩοϓϝϯτ
�ҪଠҰࠓ ॴ࡞田੡ࢁ
�࿨ٛࠜݩ 日৴工業
౔԰ࢤߴ� Ұؔߴ౳ઐ໳ֶߍ
�࣏৽ྛߴ ੩Ԭཧ工Պେֶ
Ԭ෦࢙ݦ� 日本େֶ
ਿপ࢘ߒ� 日本େֶ
࿨田༔ฏ� ਆಸ઒工Պେֶ
田த৻໵� ਆಸ઒工Պେֶ
�ਢලኍߴ ਆಸ઒工Պେֶ
େౡষ༟� ਆಸ઒工Պେֶ
ҏ౻উٱ� ਆಸ઒工Պେֶ
ҏ౻ΤϦ� ਆಸ઒工Պେֶ
本田߁༟� େֶؘ࢜ࠃ
�஌໌ۄࣇ େֶؘ࢜ࠃ
ӿ本࢜ܒ� ۚ୔େֶ
෱田ॆ޺� ੩Ԭେֶ

ླ໦ޫ༟� ϘϥϯςΟΞ
ַ྆֯඙� ϘϥϯςΟΞ
தଜɹത� ϘϥϯςΟΞ
ਫ໺وେ� ϘϥϯςΟΞ
ಞ޾ଠ࿠� ϘϥϯςΟΞ
ࣾ本ɹ܆� ϘϥϯςΟΞ
த௰ສฏ� ϘϥϯςΟΞ
ਫ໺ໜ༸� ϘϥϯςΟΞ
ੴ઒ஐܒ� ϘϥϯςΟΞ
২ଜஐ໌� ϘϥϯςΟΞ
৽୩चथ� ϘϥϯςΟΞ
দӜຑཧࢠ�ϘϥϯςΟΞ
ւ田Ұ࠸� ϘϥϯςΟΞ
�޹पڮߴ ϘϥϯςΟΞ
ձ田఩෉� ෋ࢁେֶ
�本ਖ਼࣮ࡔ େࡕ産業େֶ
৿ɹमҰ�τϤλ౦ژ自動車େֶߍ
໺⃻ࢤ޹� ੩Ԭཧ工Պେֶ
ेगɹೡ� ੩Ԭཧ工Պେֶ
�໦ढ़Ұࡩ ੩Ԭཧ工Պେֶ

�߂ত౻ޙ ੩Ԭཧ工Պେֶ
田ଜɹത� ੩Ԭཧ工Պେֶ
ࣲ田ɹݩ� ๺ւಓେֶ
খॆ޷ڮ� ๺ւಓେֶ
田෦ɹ๛� ๺ւಓେֶ
�෢ඒٱۙ ๺ւಓେֶ
҆Ҫར໌� ๛ڮ技ज़Պֶେֶ
ޫੴڿ඙� ๛ڮ技ज़Պֶେֶ
༄田लه� ๛ڮ技ज़Պֶେֶ
�ج୩ɹݖ ۚ୔工業େֶ
໦ଜହ೭� ϗϯμςΫχΧϧΧϨοδؔ੢
ઘ田ହߦ� ϗϯμςΫχΧϧΧϨοδؔ੢
�޾Ӷݪ҆ 日本工業େֶ
খྛɹ׬� ౦ژ工Պ自動車େֶੈߍ田୩ߍ
�܆ɹݪ ΋ͷͭ Γ͘େֶ
�Ҫɹ࣮ࡾ ΋ͷͭ Γ͘େֶ
֯田ത೭� སେֶࢁ

【EV】 ৹ࠪϦʔμʔ׏��ᖒ� （໌本田技研工業）

�ଜஐ໵ٶ ϗϯμֶԂ
தඌ࿨ਓ� 本田技ज़研ڀॴ
吴ɹᐢ೾� 本田技ज़研ڀॴ
ྛɹ ෋� 本田技ज़研ڀॴ
�ɹᣴ׉ 本田技ज़研ڀॴ
ே૔ɹ༏� 本田技ज़研ڀॴ
�य़্࣎ࢁ 日産自動車

Ҫ্ܠհ� 日産自動車
େఉल༸� τϤλ自動車
�Ҫढ़ক޲ τϤλ自動車
౻Ԭਅ໵� Ϛπμ
�ɹᠳ্ࡔ Ϛπμ
஛಺େ࿨� 46#"36
�໺ѥԦי 46#"36

छ田ྑ࢘� ඛ自動車工業ࡾ
ງډ௚޾� ඛ自動車工業ࡾ
�఩໵ࢢݹ ඛ自動車工業ࡾ
தଜৣ࣏� σϯιʔ
നҪ࿨੒� σϯιʔ
઒߹ಓ੒� ίϚπ
�࢙Ҫ݈࡫ ίϚπ

�೭ߒ໺כ ίϚπ
ਫ໺༤ଠ� ΧϧιχοΫΧϯηΠ
༄田༃ਓ� μΠΩϯ工業
�໦୓໵ࡩ μΠΩϯ工業
தඌ྄ฏ� 日ཱ੡࡞ॴ
ङ໺๕࿠� ਆಸ઒工Պେֶ
தଜխݑ� த෦େֶ

大会スタッフ

【本部】
大会委員長　竹村 宏（本田技研工業）ɹ大会副委員長　葛巻清吾（τϤλ自動車）ɹ大会副委員長　窪塚孝夫（自動車技ज़ձ）ɹ大会実行委員長　玉正忠嗣（日産自動車）

【車検】 ৹ࠪϦʔμʔ�দӜ޹੒（ງ৔੡࡞ॴ）

௕୔Ұ໵� 本田技ज़研ڀॴ
େࣨྑจ� 本田技ज़研ڀॴ
�田୎ӳٶ ϚΠελʔΫϥϒ
�ᖒୡ෉ࠇ ϚΠελʔΫϥϒ
൧௩੓༤� ϚΠελʔΫϥϒ
�࢚৓༟ݹ ϚΠελʔΫϥϒ
ଜӽ߂ণ� ϚΠελʔΫϥϒ
Ҫग़ɹԹ� ϚΠελʔΫϥϒ
ੴҪ࿨޾� ϚΠελʔΫϥϒ
٠஑จ໌� ϚΠελʔΫϥϒ
٢໺จོ� ϚΠελʔΫϥϒ
�࣎田ɹࢁ ϚΠελʔΫϥϒ
�ণ๜ޱؔ ϚΠελʔΫϥϒ
�ത೭ࢁߴ ϚΠελʔΫϥϒ
લݪ༸Ұ� 本田技研工業
�⃻ޫ໌ٶ 本田技研工業
ळ݄৴໵� 日産自動車
ࠜ本༤࣍� 日産自動車
�޿อޫٱ 日産自動車
�本݈ଠࢁ 日産自動車
௩本༔ଠ࿠�日産自動車
দ本อࢤ� τϤλ自動車
҆౻ɹ༸� τϤλ自動車
ਗ਼ਫ݈Ұ� τϤλ自動車
�τϤλ自動車ࢠ୩ຑඒࢁ
෱٢ݪथ� τϤλ自動車
খٶහ໵� τϤλ自動車
�本༤༞ࡔ τϤλ自動車
ོؔ೭հ� τϤλ自動車
ઍ༿߁ஐ� εζΩ
�Ԕହ৴ݪ ϠϚϋൃ動ػ
本田༞հ� ϠϚϋൃ動ػ
੢ɹӳ೭� Ϛπμ
౻田ɹത� Ϛπμ
ԣࢁ఩໵� Ϛπμ&�5

ฏࢁ୎࢙� Ϛπμ&�5
Ҫ্ஐ೭� 46#"36
౔ډɹ߶� 46#"36
Ԭ҆ޭଠ࿠�46#"36ςΫϊ
�ɹᠳ౻ޙ μΠϋπ工業
ാ田ࢤߛ� μΠϋπ工業
෱ౢେޗ࿠ࡾ�ඛ自動車工業
௕田঵࢙� ඛ自動車工業ࡾ
ཾɹॏ๏� ງ৔੡࡞ॴ
ੴ઒ୡ෉� ງ৔੡࡞ॴ
஥໺ܟҰ� ງ৔੡࡞ॴ
੢田୓໵� ງ৔੡࡞ॴ
੢ׁւే� ງ৔੡࡞ॴ
ਗ਼ਫढ़੒� ͍ ʎ͢自動車
Ճ౻༞ن� ͍ ʎ͢自動車
தଜҰथ� ͍ ʎ͢自動車
ङ໺ߦ߁� খ໺ଌث
Տ಺޺ඒ� খ໺ଌث
ງ಺݈ଠ� খ໺ଌث
ؙԼຑҥ� খ໺ଌث
本田ɹಞ� ઒࡚ॏ工業
�ޫ޾ᔹؠ ϒϦξετϯϓϥϯτΤϯδχΞϦϯά
ઍݪɹൟ� ϒϦξετϯϓϥϯτΤϯδχΞϦϯά
઒޹࣏೭� 6%τϥοΫε
�田मҰ܀ ԣ඿ΰϜ
Ճ౻఩࿕� ΧϧιχοΫΧϯηΠ
ۙ౻࿨໵� ๛田自動৫ػ
খໂ田ࡾ�ྑ࣏ඛ自動車ΤϯδχΞϦϯά
ఱ໺উ߂��੩Ԭཧ工Պେֶ
ࣛ಺Ղਓ� ੩Ԭཧ工Պେֶ
൧ౡྑߊ� 日本େֶ
٢田࢘޾� 日本େֶ
ؔ୩௚थ� 日本େֶ
҆᥁խ඙� 日本େֶ
�୐ɹതࡾ ϘϥϯςΟΞ

【静的審査】 ৹ࠪϦʔμʔ�ྛ�༟ਓ（๛田自動৫ػ）

അ৔խ೭� 本田技ज़研ڀॴ
ੴ࢙޹ࡔ� 本田技ज़研ڀॴ
Ԙ૔ɹ૱� 本田技ज़研ڀॴ
田ᬒ࿨໵� 本田技ज़研ڀॴ
ւ౻޿फ़� 本田技ज़研ڀॴ
�޺஌ࢁޫ 日産自動車
�ӳथࢁؙ 日産自動車
த໺ਅޗ� 日産自動車
�ܟߒ本ࢁ 日産自動車
தߛࢁҰ� 日産自動車
੢本࢘޾� 日産自動車
৿ԬɹӉ� 日産自動車
੺ࡔɹܒ� 日産自動車
Տ੢৴೭� τϤλ自動車
田ᔹݎେ� τϤλ自動車
௕୩઒३Ұ�τϤλ自動車
௩本ক߂� τϤλ自動車
Ҫ্ɹ߽� τϤλ自動車
ಮ田༸࢙� εζΩ
Ԭ本໌Ԇ� εζΩ
ग़田ߒ೭� εζΩ
্໺ɹ྄� ϠϚϋൃ動ػ
ੴ田޾େ� ϠϚϋൃ動ػ
�Ұ߁ݪּ Ϛπμ
�田మ໵ࢁ Ϛπμ
๺໺७ر� Ϛπμ
೻ຏ݈࢘� 46#"36
ೋ੕णඒ36"�46#ߐςΫϊ
େ୩࢘޾� 46#"36
Լᖒ஌າ� 46#"36
ยีܡࢁ� μΠϋπ工業
ຳྠ৴ޛ� μΠϋπ工業
�田ެอݹ μΠϋπ工業
ԭਅҰ࿠� ඛ自動車工業ࡾ
ླ໦߂ಓ� ඛ自動車工業ࡾ
୔田ɹޢ� σϯιʔ

ࣹԆګೋ� σϯιʔ
�ᖒ఩༟ٶ ΞΠγϯਫ਼ػ
ौ୩߂೭� ͍ ʎ͢自動車
�޺୩࿨ࡉ ͍ ʎ͢自動車
ฏҪ༤Ұ࿠�͍ ʎ͢自動車
࿨ઘګฏ� ઒࡚ॏ工業
઒୺େհ� δϠτί
�୐ɹᔨࡾ δϠτί
ҏ౻༑ত� 日໺自動車
ਗ਼ਫ๎੒� τϤλ車ମ
�୔ɹ༞۔ 日産車ମ
ᖒҪউࢤ� 日本ൃ৚
দඌ࿨࠸� Ѫ஌ػց工業
੢Ҫେथ� ̨̣ ̠ϫʔφʔ
�೭޹౻ࠤ ΦʔςοΫδϟύϯ
੢಺ɹప� ΧϧιχοΫΧϯηΠ
૿田و඙� γϣʔϫ
�޿ޫ౻ࠤ ॅ༑ΰϜ工業
খ໺ণ࿕� ౦ژΞʔϧΞϯυσʔ
٠஍ໜඒ� ౦ژΞʔϧΞϯυσʔ
�ੴɹ৽ߴ ౦3ژ�%ίϯϙδοτ工業
தଜ୎࠸� ಐເ
Ҫ্խ࢘� ๛田自動৫ػ
Տݪୡ໵� 日ཱΦʔτϞςΟϒγεςϜζ
田ଜখඦ߹�日ཱΦʔτϞςΟϒγεςϜζ
Ճ౻ɹ׮� 日本ਫ਼工
தग़ઍळ� Ξωϒϧ
�޺ɹࡔٶ ϘϥϯςΟΞ
Өࢁ๜Ӵ� ϘϥϯςΟΞ
๬݄ޫ޿� ϘϥϯςΟΞ
ླ໦ɹ݈� ϘϥϯςΟΞ
�ܟ田फށ ϘϥϯςΟΞ
एদ࿨෉� ϘϥϯςΟΞ
�Ұ࿠تҪߴ ϘϥϯςΟΞ
ᜊ౻୓໵� ϘϥϯςΟΞ

【動的審査】 ৹ࠪϦʔμʔ�தᖒ޿ （ॴڀ本田技ज़研）ߴ

�ߛԬ৴ࣉ 本田技ज़研ڀॴ
Ԭ田࿨࢙� 本田技研工業
҆Ҫ྄ฏ� 本田技ज़研ڀॴ
৊ϲߐ༏� 本田技ज़研ڀॴ
ઙ઒৾޺� 本田技ज़研ڀॴ
খؔ৻໵� 本田技ज़研ڀॴ
�େߊ本ࢁ 本田技ज़研ڀॴ
෰෦ஐ੒� 本田技ज़研ڀॴ
த໺େً� 日産自動車
本田༃ӳ� 日産自動車
日٢ᰜ෣� 日産自動車
ถ઒੣Ұ� 日産自動車
ੴ௡ൣࠀ� τϤλ自動車
໦ଜ༸հ� τϤλ自動車
Ճ౻৻໵� τϤλ自動車
খݪ࿨ߊ� τϤλ自動車
৿ࢁ༟ଠ� τϤλ自動車
౉ลอར� τϤλ自動車
ௗੜ੣ೋ� τϤλ自動車
ԭேଠ࿠� τϤλ自動車
ۚ田ګฌ� τϤλ自動車
ඌ࡚හ߂� τϤλ自動車
ळ本޺ߴ� τϤλ自動車
Ԭ৿࢙و� τϤλ自動車
ଜদܓհ� τϤλ自動車
日ൺ໺ޫஉ�εζΩ
�େีޱࢁ εζΩ
੢৓༤ೋ� ϠϚϋൃ動ػ
খྛ࣍ڵ� ϠϚϋൃ動ػ
੨༄ݠೋ� ϠϚϋൃ動ػ
ԣҪਖ਼ਓ� ϠϚϋൃ動ػ
େ੢੣ޗ� ϠϚϋൃ動ػ
ԕ౻ܚߊ� ϠϚϋൃ動ػ
�ਓ׮Ҫנ Ϛπμ
ງӽ੓׮� Ϛπμ
༶ɹণཾ� Ϛπμ
�Լɹमࢁ Ϛπμ
େ田ګฏ� Ϛπμ&�5
౦ٱอᠳ� Ϛπμ&�5
࿨ᔅਹڿ� 46#"36

ઍ༿߂ଠ� 46#"36
�田Ղีח 46#"36
�ᚠհࢁۚ μΠϋπ工業
ฏඌ୎࢜� μΠϋπ工業
౉ᬒঘھ� μΠϋπ工業
ೆ໺ل޺� μΠϋπ工業
લ઒޹߂� ඛ自動車工業ࡾ
௕԰ୡ੒� ඛ自動車工業ࡾ
໦ށ੟໵� ඛ自動車工業ࡾ
ҵ໦ߒೋ� σϯιʔ
෱Ԭ᨜໵� σϯιʔ
�ɹ৽ܗ҆ σϯιʔ
ଜ田޺ߊ� ΞΠγϯਫ਼ػ
தౡ݈ࢤ� ઒࡚ॏ工業
தଜݠଠ� ઒࡚ॏ工業
ؔ԰ӳߦ� δϠτίΤϯδχΞϦϯά
ਿ田ঘོ� δϠτί
খઘ୓ເ� δϠτί
দࡔɹढ़� 日໺自動車
�԰ᠳฏݹ 日໺自動車
உ੒ஐਔ� τϤλ車ମ
�୩୓໼ࡾ 日産車ମ
ླ໦༟໵� 日産車ମ
੢ࢁɹྥ� Ϥϩζ
্田ɹप� Ϥϩζ
�੖߁Ҫ޲ έʔώϯ
అɹ࢘ܓ� έʔώϯ
�อ௚໵ٱ ౦༸ΰϜ工業
�༸ฏڮߴ 日৴工業
田ౡ࢙ব� ϓϨε工業
Ҫޱେض� τϤλ自動車౦日本
઒ು༞հ� τϤλ自動車౦日本
Ճٱ৴޹� ϗϯμςΫϊϑΥʔτ
େ໦༤ొ� ϗϯμςΫϊϑΥʔτ
日ग़ؒਔ� ΦʔτςΫχοΫδϟύϯ
Ҫ্ণ೭� ΦʔτςΫχοΫδϟύϯ
Ґ田੖ྑ� ෱Ҫ工業େֶ
দ࡚௨ൣ� ϘϥϯςΟΞ
�ࢠߊڮࡾ ϘϥϯςΟΞ
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S

τϤλ自動車ࣜגձࣾ
日産自動車ࣜגձࣾ
本田技研工業ࣜגձࣾ
日ཱۚଐࣜגձࣾ

A

ձ̨̧̪̗̖̪ࣾࣜג
Ϛπμࣜגձࣾ
ձࣾࣜגඛ自動車工業ࡾ
ձࣾλϚσΟοΫࣜג
*1(�"VUPNPUJWFࣜגձࣾ
ձࣾࣜג,0/
ձ̨̫̣ࣾࣜג
ΞΠγϯਫ਼ࣜגػձࣾ
ձࣾΤονɾέʔɾΤεࣜג
઒࡚ॏ工業ࣜגձࣾ
εζΩࣜגձࣾ
ձࣾσϯιʔࣜג
ձࣾಐເࣜג
日本ਫ਼工ࣜגձࣾ
日ཱΦʔτϞςΟϒγεςϜζࣜגձࣾ
ձࣾϗϯμςΫϊϑΥʔτࣜג
ϠϚϋൃ動ࣜגػձࣾ

B

ॴ࡞ձࣾງ৔੡ࣜג
ձࣾϤϩζࣜג
̪ τ̙ϥοΫεࣜגձࣾ
ձࣾχϑίࣜג
日໺自動車ࣜגձࣾ
Ϙογϡࣜגձࣾ
E41"$&�+BQBOࣜגձࣾ
ձࣾࣜג#:,
.BHOFUJ�.BSFMMJ�+BQBOࣜגձࣾ
ձࣾࣜג̣̩̣
4JFNFOT�.FOUPS�"VUPNPUJWF
,ձࣾ5#ࣜג
ΞΠγϯɾΤΟɾμϒϦϡࣜגձࣾ
ձࣾΞυϰΟοΫεࣜג
ΞϧςΞΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
Ξϯγεɾδϟύϯࣜגձࣾ
Πʔλεࣜגձࣾ
͍͢ʎ自動車ࣜגձࣾ
ձࣾΠϯλʔςΫϊࣜג
ΤΠϰΟΤϧɹδϟύϯࣜגձࣾ
ձࣾΤΫησΟࣜג
ձࣾΦʔςοΫδϟύϯࣜג
ձࣾΦʔτςΫχοΫδϟύϯࣜג
ձࣾΦʔτόοΫεηϒϯࣜג
ΧϧιχοΫΧϯηΠࣜגձࣾ
Ωάφεੴ༉ࣜגձࣾ
ձࣾΩϟλϥʔࣜג
ձࣾέʔώϯࣜג
ձࣾδΣΠςΫτࣜג
δϠτίࣜגձࣾ
δϠτίΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
৽日本ಛࣜגػձࣾ
ॅ༑ి૷ࣜגձࣾ
θοτɾΤϑɾδϟύϯࣜגձࣾ
ձࣾηϯαʔλɾςΫϊϩδʔζɾδϟύϯࣜג
ձࣾιϑτ΢ΣΞΫϨΠυϧࣜג
ιϦουϫʔΫεŋδϟύϯࣜגձࣾ
λΠί�ΤϨΫτϩχΫε�δϟύϯࣜגձࣾ
μΠϋπ工業ࣜגձࣾ
τϐʔ工業ࣜגձࣾ
日産車ମࣜגձࣾ
日本ΠʔΤεΞΠࣜגձࣾ
ձࣾࣜג田工業ݪ
ϑΥϧγΞɾδϟύϯ
ձࣾϑδΫϥࣜג
ϚʔϨδϟύϯࣜגձࣾ
ձࣾࣜגػඛిࡾ
ձࣾϠφηࣜג

C

ձࣾࣜג工業ޫࢢ
ΦϦδϯిࣜגؾձࣾ
ձࣾେ੒ࣾࣜג
�ػձࣾ๛田自動৫ࣜג
ձࣜג Jࣾ19
̫̩ϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾ
8JU[FONBOO�+BQBOࣜגձࣾ
ΞεϞࣜגձࣾ
ग़ޫڵ産ࣜגձࣾ

C

ձࣾϰΝϨΦδϟύϯࣜג
ձࣾΤΠνϫϯࣜג
ΤΠςΟʔΤεࣜגձࣾ
ձࣾΤϑɾγʔɾγʔࣜג
ΤϑςΟςΫϊࣜגձࣾ
ΦΠϨε工業ࣜגձࣾ
ձࣾࣜג௡ཐટڵ
ձࣾࣜגԦςοΫࢁ
ձࣾδΣʔϏʔΤϜࣜג
θωϥϧΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
μΠΩϣʔχγΧϫࣜגձࣾ
ձࣾςΟΤϜγʔࣜג
τϤλ自動車౦日本ࣜגձࣾ
τϤλ車ମࣜגձࣾ
τϤλ๰৫ࣜגձࣾ
φϒςείΦʔτϞʔςΟϒࣜגձࣾ
日ਗ਼๰ϒϨʔΩࣜגձࣾ
Ұൠஂࡒ๏ਓ日本自動車研ڀॴ
Ұൠࣾஂ๏ਓ日本自動車෦඼工業ձ
日本ൃ৚ࣜגձࣾ
ύʔιϧ3ˍ%ࣜגձࣾ
ϓϥΠϜΞʔε&7Τφδʔࣜגձࣾ
ϒϦουࣜגձࣾ
ϘϧάϫʔφʔɾϞʔϧεγεςϜζɾδϟύϯࣜגձࣾ
ձࣾࣜגඛ自動車ΤϯδχΞϦϯάࡾ
ձࣾࣜגπ੕ϕϧτࡾ
෢ଂਫ਼ີ工業ࣜגձࣾ
໼࡚૯業ࣜגձࣾ
ॴ࡞田੡ࢁձࣾࣜג
ձࣾϢχόϯεࣜג
ձࣾ�(�TFOTFࣜג
ձࣾ(4ϢΞαࣜג
̝̥̘γεςϜζࣜגձࣾ
ձࣾ+5#த෦ࣜג
+95(ΤωϧΪʔࣜגձࣾ
/4,ϫʔφʔࣜגձࣾ
46#"36ςΫϊࣜגձࣾ
5),ϦζϜࣜגձࣾ
ձࣾࣜג513
Ѫ஌ػց工業ࣜגձࣾɹ
Ξϧϓεిࣜגؾձࣾ
Πάεࣜגձࣾ
ॴڀձ͍ࣾ͢ʎதԝ研ࣜג
ΦʔτϦϒࣜגձࣾ
Ԭ୩߯ࣜגػձࣾ
ثձࣾখ໺ଌࣜג
ߍ੒自動車ֶڗձࣾࣜג
βΠϯΤϨΫτϩχΫεࣜגձࣾ
ޒࡾձࣾࣜג
γʔέʔΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
ձࣾ਀༿మ工ॴࣜג
ॅ༑ΰϜ工業ࣜגձࣾ
ςΠɾΤεɹςοΫࣜגձࣾ
ձࣾςΠϯࣜג
ձࣾ౦ւཧԽࣜג
౦༸ΰϜ工業ࣜגձࣾ
τʔλϧςΫχΧϧιϦϡʔγϣϯζࣜגձࣾ
๛田߹੒ࣜגձࣾ
ձࣾ日産ςΫϊࣜג
日৴工業ࣜגձࣾ
日本σϧϑΝΠɾΦʔτϞʔςΟϒɾγεςϜζࣜגձࣾ
日本ϛγϡϥϯλΠϠࣜגձࣾ
ձࣾ日໺ώϡʔςοΫࣜג
ॴ࡞ձࣾਂҪ੡ࣜג
ձࣾϒϦξετϯࣜג
ϚάφɾΠϯλʔφγϣφϧ
̩ˍձࣾϚπμࣜ̚ג
ձࣾϞϏςοΫࣜג
ձࣾϠγΧ車ମࣜג
ϠϯϚʔࣜגձࣾ
ձࣾϢλΧ技研ࣜג

D

ାҪ঎工ձٞॴ
.BUI8PSLT�+BQBO
Ѫࡾ工業ࣜגձࣾ
ΞΠγϯࣜגٰߴձࣾ
໌ੴػց工業ࣜגձࣾ
ΞΧςϦΞϧࣜגձࣾ
ॶϒϨʔΩ工業ࣜגձࣾ

D

ੴۚݪଐԽ工ࣜגձࣾ
͍͢ʎΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
Πϫϑδ工業ࣜגձࣾ
ӓҪࡍࠃ産業ࣜגձࣾ
಺ࢁ工業ࣜגձࣾ
ձࣾΤΠɾμϒϦϡɾΤϯδχΞϦϯάࣜג
ձࣾΤʔɾΞϯυɾσΠࣜג
ձࣾΦςΟοΫεࣜג
ձࣾΩϊΫχΤϯλʔϓϥΠζࣜג
ձࣾࣜגෞ車ମ工業ذ
ձࣾࣜג࿨工業ڠ
ձࣾΩϦ΢ࣜג
ΫϩϚδϟύϯࣜגձࣾ
αϯΩϯࣜגձࣾ
ձࣾδΟʔΤʔςΟʔࣜג
γʔγʔΞΠࣜגձࣾ
δΣΠΞΠই֐Րࡂอࣜגݥձࣾ
ձࣾγϣʔϫࣜג
ླ༩ࣜגձࣾ
ձࣾιʔγϯࣜג
େ੒ϓϥεࣜגձࣾ
େಉϝλϧ工業ࣜגձࣾ
ଠฏ༸工業ࣜגձࣾ
ଠฏ༸ਫ਼工ࣜגձࣾ
େ๛工業ࣜגձࣾ
∁田工業ࣜגձࣾ
ձࣾλνΤεࣜג
ձࣾμουࣜג
田தਫ਼ີ工業ࣜגձࣾ
ձࣾ௤԰ࣜג
σϡʔδϟύϯࣜגձࣾ
σϯιʔςΫϊࣜגձࣾ
ΞʔϧΞϯυσʔژձࣾ౦ࣜג
౦3ژ�%ίϯϙδοτ工業ࣜגձࣾ
౦ژΨεέοτ工業ࣜגձࣾ
౦ژ๵қςΫϊγεςϜࣜגձࣾ
ॴ࡞ձࣾ౦日੡ࣜג
౦༸ి૷ࣜגձࣾ
τʔςοΫΞϝχςΟࣜגձࣾ
田Ϩʔγϯάށձࣾࣜג
๛田మ工ࣜגձࣾ
ձࣾτϤλϞσϦελΠϯλʔφγϣφϧࣜג
ೆ৚૷උ工業ࣜגձࣾ
੢઒ΰϜ工業ࣜגձࣾ
ձࣾχνϦϯࣜג
日本ਫ਼ࣜגػձࣾ
日本ಛघಃ業ࣜגձࣾ
日本φγϣφϧΠϯεπϧϝϯπࣜגձࣾ
ձࣾόʔνϟϧϝΧχΫεࣜג
ձࣾύΠΦϥοΫεࣜג
඿໊ిބ૷ࣜגձࣾ
όϯυʔԽֶࣜגձࣾ
ձࣾϐϡʔζࣜג
෋࢜௨ςϯࣜגձࣾ
ϓϨε工業ࣜגձࣾ
ϛϠί自動車工業ࣜגձࣾ
ϠϚϋϞʔλʔΤϯδχΞϦϯάࣜגձࣾ
ϠϚϋϞʔλʔύϫʔϓϩμΫπࣜגձࣾ
ԣ඿ΰϜࣜגձࣾ
ϦϣʔϏࣜגձࣾ
ձࣾϨκχοΫɾδϟύϯɹࣜג
౉ล工業ࣜגձࣾ

E
Ұൠࣾஂ๏ਓ౦ژ౎自動車ࣄ業ৼڠڵձ
๏ଟ໊ࢁ෺ͩΜ͝ا業૊߹

ྗڠ˙
େ௩੡ༀ ϒϦξετϯ
খ໺ଌث ϠϚτάϩʔόϧϩδεςΟΫε
੩Ԭݝখּࢁ૯߹ӡ動ެԂ མཕ཈੍γεςϜζ
੩Ԭཧ工Պେֶ
ट౎େֶ౦ژ
த౦ԕ૯߹ҩྍηϯλʔ
౦日੡࡞ॴ
日本େֶཧ工ֶ෦

大会スϙϯαʔ 2017 Student Formula JapanEvent Sponsors
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˙૯߹දজ
৆໊ ड৆ߍ ֓ཁ ఏڙ

経済産業大臣賞 ણҡେֶܳ޻౎ژ શͯͷ৹ࠪʹࢀՃ͠ ɺ૯߹ಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ 産業লࡁܦ
国土交通大臣賞 ԰େֶ�&7ݹ໊ ҆શ技ज़ɺڥ؀技ज़ɺ৽技ज़ͷධՁ͕͍ߴνʔϜ ౔ަ௨লࠃ
静岡県知事賞 ԰େֶ�&7ݹ໊ ੩త৹ࠪɺ動త৹ࠪ（Τϯσϡϥϯεআ ）͘ɺ�҆શɺ૽ԻɺܰྔԽͷධՁϙΠϯτͷ࠷΋͍ߴνʔϜ ੩Ԭݝ
掛川市長賞 େֶۀ޻԰ݹ໊ 動త৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ֻ઒ࢢ
袋井市長賞 ԰େֶ�&7ݹ໊ ੩త৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ାҪࢢ

日本自動車工業会会長賞

�ણҡେֶܳ޻౎ژ �སେֶࢁ

શͯͷ੩తɾ動త৹ࠪʹࢀՃ͠ɺ׬਱ɾ׬૸͍ͯ͠ΔνʔϜ
	ॻྨ஗ԆٴͼΤϯσϡϥϯε׬૸ޙͷ૽ԻϖφϧςΟʔ͕ແ͍͜ͱ
 日本自動車工業ձ

ԣ඿ཱࠃେֶ� �ෞେֶذ
�େֶۀ޻԰ݹ໊ �౎େֶژ
೔ຊࣗಈंେֶߍ� ౦ژ౎ࢢେֶ�
ࣳӜۀ޻େֶ� 日本େֶੜ産工ֶ෦�
ઍ༿େֶ� ෱Ҫେֶ�
೔ຊۀ޻େֶ� ໊৓େֶ�
େࡕେֶ� େࡕ工業େֶ�
۝भۀ޻େֶ� ,BTFUTBSU�6OJWFSTJUZ�
ૣҴాେֶ� Ԭࢁେֶ�
5POHKJ�6OJWFSTJUZ� ઐ໳ֶߍຑੜ工Պ自動車େֶߍ�
�ཧՊେֶژ౦ޱࢁ ԰େֶ�&7ݹ໊
౦ژཧՊେֶ� -JBPOJOH�6OJWFSTJUZ�PG�5FDIOPMPHZ�&7

日本自動車部品工業会会長賞 ౎工ܳણҡେֶژ Τϯσϡϥϯε׬૸νʔϜͷ͏ ͪɺίετ৹ࠪɺϓϨθϯ৹ࠪɺܰ ྔԽͷධՁϙΠϯτͷ࠷΋͍ߴνʔϜ 日本自動車෦඼工業ձ

ICV総合優秀賞

�Ґ ౎工ܳણҡେֶژ

શͯͷ৹ࠪʹࢀՃ͠ɺ*$7ΫϥεͰ૯߹ಘ఺ͷ্Ґ�νʔϜ খ໺ଌث

�Ґ ࣳӜ工業େֶ

�Ґ ԰工業େֶݹ໊

�Ґ 日本自動車େֶߍ

�Ґ ԣ඿ཱࠃେֶ

�Ґ 5POHKJ�6OJWFSTJUZ

EV総合優秀賞 ԰େֶ�&7ݹ໊ શͯͷ৹ࠪʹࢀՃ͠ɺ&7ΫϥεͰ૯߹ಘ఺͕͍ߴνʔϜ ϐϡʔζʗ੩Ԭݝ

˙छ໨ผදজ
৆໊ ड৆ߍ ֓ཁ ఏڙ

デザイン賞
�Ґ ౎େֶژ

σβΠϯ（ઃܭ）ͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ΦʔςοΫδϟύϯ�Ґ ԰େֶ�&7ݹ໊
�Ґ )BSCJO�*OTUJUVUF�PG�5FDIOPMPHZ�BU�8FJIBJ

コスト賞
�Ґ ણҡେֶܳ޻౎ژ

ίετɾ੡଄৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ σϡʔδϟύϯ�Ґ ౦ژ౎ࢢେֶ
�Ґ ౦ژ೶޻େֶ

プレゼンテーション賞
�Ґ ԰େֶ�&7ݹ໊

ϓϨθϯςʔγϣϯ৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ౦༸ΰϜ工業�Ґ ۚ୔ۀ޻େֶ
�Ґ ਆށେֶ

加速性能賞
�Ґ 5POHKJ�6OJWFSTJUZ�&7

ΞΫηϥϨʔγϣϯ（Ճ଎ੑೳ）৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ॅ༑ΰϜ工業�Ґ 5POHKJ�6OJWFSTJUZ
�Ґ ԰େֶ�&7ݹ໊

スキッドパッド賞
�Ґ ࣳӜۀ޻େֶ

εΩουύου৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ԣ඿ΰϜ�Ґ ্ஐେֶ
�Ґ େֶۀ޻԰ݹ໊

オートクロス賞
�Ґ ણҡେֶܳ޻౎ژ

ΦʔτΫϩε৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ ϒϦξετϯ�Ґ େֶۀ޻԰ݹ໊
�Ґ ࣳӜۀ޻େֶ

耐久走行賞
�Ґ େֶۀ޻԰ݹ໊

Τϯσϡϥϯε（଱ٱ૸ߦ）৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ .056-�Ґ ણҡେֶܳ޻౎ژ
�Ґ ࣳӜۀ޻େֶ

省エネ賞
�Ґ )BSCJO�*OTUJUVUF�PG�5FDIOPMPHZ�BU�8FJIBJ�&7

ফඅޮ཰৹ࠪͷಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ 日本ϛγϡϥϯλΠϠ�Ґ ԰େֶ�&7ݹ໊
�Ґ -JBPOJOH�6OJWFSTJUZ�PG�5FDIOPMPHZ�&7

˙ಛผදজ
৆໊ ड৆ߍ ֓ཁ ఏڙ

ジャンプアップ賞
�Ґ ԰େֶ�&7ݹ໊

શͯͷ৹ࠪʹࢀՃ͠ɺલճେձൺͰ࠷΋૯߹ಘ఺Λ্ͨͤ͞޲νʔϜ χίϧϨʔγϯάδϟύϯ
ାҪ঎޻ձٞॴ�Ґ ໊৓େֶɹ

�Ґ ੩Ԭେֶ

ルーキー賞 *$7Ϋϥεɿ࡛ۄେֶɹ
&7Ϋϥεɿ-JBPOJOH�6OJWFSTJUZ�PG�5FDIOPMPHZ�&7 ೔ຊେձॳࢀՃͰ૯߹ಘ఺͕࠷΋͍ߴνʔϜ δΣΠΞΠই֐Րࡂอݥ

ベストラップ賞
�Ґ ણҡେֶɹܳ޻౎ژ

ΤϯσϡϥϯεͷϥοϓλΠϜ͕࠷΋଎͍νʔϜ Ωάφεੴ༉�Ґ େֶɹۀ޻԰ݹ໊
�Ґ ࣳӜۀ޻େֶ

ベスト三面図賞 �Ґ ໊৓େֶ ઃߦܭҝͷूେ੒Ͱ͋Δ�ਤ໘�Λ௨ͯ͡৹ࠪһʹ࠷΋ΑΓଟ ͷ͘৘ใΛత֬ʹ఻͑ͨνʔϜ ౦ژΞʔϧΞϯυσʔ

ベストエアロ賞 �Ґ Ἒ৓େֶ ΦʔτΫϩε·ͰΛ׬૸ͨ͠νʔϜͷதͰɺϨʔγϯάΧʔͱͯ͠΋࠷΋ޮՌతͳۭྗղੳٴͼ
೤ྲྀମղੳΛ͍ߦɺ࣮ફͨ͠νʔϜ ౦ژΞʔϧΞϯυσʔ

ベストコンポジット賞 �Ґ ,JOH�.POHLVU�T�6OJWFSTJUZ�PG�5FDIOPMPHZ�5IPOCVSJ νʔϜͨ͠ݱ੒౓ͳίϯϙδοτύʔπΛ࣮׬ߴ΋࠷ ౦3ژ�%ίϯϙδοτۀ޻

最軽量化賞（ICV）
�Ґ ্ஐେֶ

ΤϯσϡϥϯεΛআ͘શͯͷ৹ࠪʹࢀՃͨ྆͠ंྔܰ࠷ͷνʔϜ ਂҪ੡࡞ॴ
�Ґ ϗϯμςΫχΧϧΧϨοδؔ౦
�Ґ ౎େֶژ

最軽量化賞（EV） �Ґ )BSCJO�*OTUJUVUF�PG�5FDIOPMPHZ�BU�8FJIBJ�&7

CAE 特別賞
�Ґ 5POHKJ�6OJWFSTJUZɹ

$"&ٕज़ͷධՁ͕࠷΋͍ߴνʔϜ ΞϧςΞΤϯδχΞϦϯά�Ґ ౎େֶɹژ
�Ґ ԰େֶ�&7ݹ໊

ベスト・サスペンション賞
�Ґ ࣳӜۀ޻େֶɹ

αεϖϯγϣϯੑೳධՁ͕࠷΋͍ߴνʔϜ θοτɾΤϑɾδϟύϯ�Ґ ણҡେֶɹܳ޻౎ژ
�Ґ ্ஐେֶ

ベスト電気回路設計賞
�Ґ Ұؔߴۀ޻౳ઐ໳ֶؠ�ߍखେֶؠ�खཱݝେֶ�&7

΋༏Ε͍ͯΔνʔϜ࠷͕ܭճ࿏ઃؾి γʔϝϯεɾϝϯλʔ�
ΦʔτϞʔςΟϒ�Ґ -JBPOJOH�6OJWFSTJUZ�PG�5FDIOPMPHZ�&7ɹ

�Ґ ๛ٕڮज़Պֶେֶ

エルゴノミクス賞
�Ґ ౎େֶɹژ

ϨʔγϯάΧʔͱͯ͠ͷυϥΠϏϯάϙδγϣϯɺϖμϧ΍ϋϯυϧͷૢੑ࡞ɺϝʔλʔͷࢹೝੑͳͲ
ਓֶؒ޻తʹ༏ΕͨσβΠϯΛ࣮ͨ͠ݱνʔϜ ϒϦου�Ґ )BSCJO�*OTUJUVUF�PG�5FDIOPMPHZ�BU�8FJIBJ�&7ɹ

�Ґ 5POHKJ�6OJWFSTJUZ
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ॱҐ $BS�/P� ໊ߍֶ 5PUBM4DPSF

� � ણҡେֶܳ޻౎ژ ������

� � ࣳӜۀ޻େֶ ������

� � େֶۀ޻԰ݹ໊ ������

� &� ԰େֶ�&7ݹ໊ ������

� � ೔ຊࣗಈंେֶߍ ������

� � ԣ඿ཱࠃେֶ ������

˙૯߹੒੷
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一般要件

●タイヤがカウルで覆われていない、オープンコクピットのフォーミュラスタイルの4輪車両
●ホイールベース1525mm以上。トレッドは、フロントまたはリヤの大きい方に対して75%以上。ホイールは8インチ以上。ボディーワーク：コクピット開放
部に対する要件を除き、車両前端からメインロールフープまたはファイヤーウォールに至る間のドライバーコンパートメントに開口部があってはならない。
●横転・正突・側突時にドライバーを保護するために、フロント・リヤのロールフープ、バルクヘッド前方のクラッシュゾーン、サイドプロテクション、フレー
ムメンバー等については構造・材料など詳細を規定。ブレーキは4輪全てに作動し、独立した2系統の液圧回路を有すること。ブレーキペダルのすっぽ抜け時、
それを検知しエンジン停止するスイッチを装備のこと。
●拘束システム（5または6点式シートベルト）、保護用具（ヘルメット、スーツ、手袋など）、視認性、ヘッドレスト、ドライバー脱出5秒以内、転覆安定性、防
火壁、消火器等について詳細を規定。

ICV ●4サイクルエンジンで排気量710cc以下。オリジナル設計の過給機の装着は可。リストリクター（吸気流量制限装置）の最大直径は20mm。排気音量は排気
口から水平面45度、50cmの位置において所定の回転数で110dBC以下。燃料タンクはメインフープとタイヤを結ぶ面の内側に装備。

EV
●最大公称作動電圧は600VDC。
●バッテリーからの最大電力は、100msを超えて連続的に80kwより多く使わないこと、もしくは500msの移動平均値が80kwを超えないこと。
●回生は許されるが時速5kmを超える車速で作動すること。

छ໨ Category ֓ཁ Outline ഑఺ Point

Technical Inspection ݕं

ʲٕज़ࠪݕ ϧrʔϧʹఆΊΒΕͨ車྆ͷ҆શɾઃܭཁ݅ͷద߹ੑ֬ೝɺ
ʲνϧτ 車r྆��౓ࣼ܏Ͱ೩ྉ࿙Ε֬ೝɺυϥΠόʔ৐車͠車྆��౓ࣼ܏Ͱస෴͠ͳ͍͜ͱͷ֬ೝɺ
ʲ૽Իʢ*$7ΫϥεͷΈʣrॴఆͷ৚݅ͰഉؾԻϨϕϧ֬ೝ（���E#$ҎԼ）ɺ
ʲϒϨʔΩ �rྠϒϨʔΩ（�ྠϩοΫ）Λ֬ೝɾࠪݕɺ
ʲϨΠϯʢ&7ΫϥεͷΈʣrઈԑ͕͞Ε͍ͯΔ͔Λ֬ೝɻ

－

静
的
審
査

ίετ
Cost

ίετࢉܭ͸ɺੜ産׆動Λ͏ߦʹ͋ͨΓྀ͠ߟͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ॏཁͳཁૉͰ͢ɻֶੜ͸೥産����୆ΛԾఆͨ͠
ίετςʔϒϧʹࣄ͖ͮجલఏग़ॻྨΛఏग़͠ɺίετͷଥ౰ੑΛ৹ࠪ͠·͢ɻ·ͨɺϦΞϧέʔεγφϦΦͰ͸
ɺ͍ͦߦ໰Λࢼ಄ޱఆͨ͠෦඼ͷ੡଄工ఔͳͲͷࢦ ΕΒͷ஌ࣝɾཧղ౓ΛධՁ͠·͢ɻ

100

ϓϨθϯςʔγϣϯ
Presentation

ֶੜͷϓϨθϯςʔγϣϯೳྗΛධՁ͢Δ͜ͱ͕ૂ͍ɻhࢢ৔ཁٻʹ߹ͬͨ車྆ͷ੡଄ɾ ൢചΛؚΉϏδωεϓϥ
ϯΛձࣾ໾һ΁ೲಘͤ͞Δ ͱɦ͍͏Ծ૝ͷγνϡΤʔγϣϯͰ͍ߦ·͢ɻ 75

σβΠϯʢઃܭʣ
Design

νʔϜ͔Βͷࣄલఏग़ॻྨͱ車྆Λ΋ͱʹɺઃܭͷద੾͞ɺֵ ৽ੑɺՃ工ੑɺ੔උੑɺ૊ཱੑͳͲΛޱ಄ࢼ໰ʹΑΓ
৹ࠪ͠·͢ɻ 150

動
的
審
査

ΞΫηϥϨʔγϣϯ
Acceleration

����NՃ଎ੑೳΛ֤νʔϜ�໊ͷυϥΠόʔ͕ͦΕͧΕ�ճɺܭ�ճ૸͍ڝ͠ߦ·͢ɻ 100

εΩουύου
Skid-pad

�ͷࣈίʔεʹΑΔίʔφϦϯάੑೳΛ֤νʔϜ�໊ͷυϥόʔ͕ͦΕͧΕ�ճɺܭ�ճ૸͍ڝ͠ߦ·͢ɻ 75

ΦʔτΫϩε
Autocross

௚ઢɾλʔϯɾεϥϩʔϜɾγέΠϯͳͲʹΑΔ໿���Nͷෳ߹ίʔεΛ�प૸͠ߦ·͢ɻ֤ νʔϜ�໊ͷυϥΠόʔ
͕ͦΕͧΕ�ճɺܭ�ճ૸͠ߦɺλΠϜΛ͍ڝ·͢ɻ 125

Τϯσϡϥϯε
Endurance

௚ઢɾλʔϯɾεϥϩʔϜɾγέΠϯͳͲʹΑΔपճίʔεΛ໿��LN૸͠ߦ·͢ɻ֤νʔϜ�໊ͷυϥΠόʔ͕த
ؒ఺Ͱަ୅ͯ͠૸͠ߦɺ૸ੑߦೳɺ଱ੑٱͳͲ車ͷશମੑೳͱ৴པੑΛ͍ڝ·͢ɻ 275

ޮ཰ 
Efficiency

Τϯσϡϥϯε૸࣌ߦͷ೩ྉɾిྗফඅྔΛධՁ͠·͢ɻ 100

ͦͷଞ�
Others

車ॏܭଌɺ૽ ԻɾഉΨεଌఆʤ*$7（ΨιϦϯ）ΫϥεͷΈʥΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ －

合計 Total Points 1000

৹ࠪ֓ཁ

ެӹࣾஂ๏ਓ� 自動車技ज़ձ
શ日本�ֶੜϑΥʔϛϡϥେձ

ं྆ͷओͳઃܭཁ ɾ݅̓ શཁ݅ 'PSNVMB�4"&���������ϧʔϧʹ४ڌ

❶ 安全確保を最優先とした、ものづくり検証の場とする。 ❷ 産学官民連携による運営とする。
❸ 個人・法人の広範なボランティアによる運営とする。 ❹ 公益事業として運営する。
❺ 企業の枠を超えた技術者の交流に資するため、学生フォーミュラ参加者のネットワークを構築する。

大会運営指針

学生に、学会として、ものづくりの機会を提供することにより、
❶ 学生の自主的なものづくりの総合力を育成する。❷ 学校教育と連携する実践的な学び場としての教育的価値を高めていく
こととする。

大会基本方針

主役である学生が自ら構想・設計・製作した車両により、ものづくりの総合力を競い、産学官民で支援して、自動車技術なら
びに産業の発展・振興に資する人材を育成する。大 会 趣 旨

大会֓ཁ 2017 Student Formula JapanOutline of Event
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